
生物工学科の構想

ことなく粥拓しようとするもので.ある意味では甚だ特徴のあるambiもio:uB

な計画というべきであろう｡

我々はこtZ)新学科に対しては大学院が大きい意義をもつものと考えているが

現時点では学部の学科新設に努力を集中している｡申請する講座には生物分子

物理学 ,生物分子制和学 (分子遺伝学等を含む) ,細胞機構学 ,生体エネルギ

⊥学のような分子及細胞生物物理学的なもの.高次情報制勧学 ,生体情報処理

学 (感覚生理学に近いもの).生体計測工学 .膜機能学のような情報 ･制御工

学的色彩の濃いものを含んで,いる｡

この学科の学部学生の教育課程についても色々審議を重ねてきたO この学科

を倦める学生にとっては物理学 ,数学の基礎教育が必要であり､他方倍額 ･制

御工学の基礎が要求され._さらに生物学ないし生物地学の知識や塞蕗的一兵験技

術を修めることが望まれるOしかし講義過重にして学生に学習を消催し.演習

実験を通して体得する余裕を侵してしまっては教育日商が達せられない｡我々

の取ろうとしている方法は基礎的な講義を十分換討して､なるべく限られた時

間に真に必要なエセンネだけを.相当懇切Fc讃美するようにし.-方遜択の自

由度を大きくする｡選択紅ついては､学生の学習の便宜のため.生物学的な魂

用を主とする場合と制動工学的な科目を主とする場合とを予想し3年4年にわ

たってある程度サブ3---又的な蹴立てを用意しているO

阪 大 極低 温 実 験 室

伊 達 宗 行

6年前か 7年前か思い出せない程度の歴史が阪大の極低温実験室にも件られ

たというのが現状ですoE!本では中程度の伝統をもつ低温研究室になり･'ました上

創設以来.永富極低温運営委員長 ,伊藤室長のコソ Fで茸学車中心に運営され

てきた実験室は若干の学外研究者L'j利用をも含めて磁性 ,半導体 ,物理化学な
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伊達宗行

どの分野でかなりの成果を攻めて来たといえるでしょうO

しかしながら最近実験室はかなり変った藻場の下におかれることになりまし

たC石橋地区に移転したのをチャシスとしてかなり広い実験室になりましたが

同時に新設の基礎工学部のとくに材料部門が相当量の液体-ククム需要をもち

はじめたことにより実験室.と(に液体へ9クム供給サービスがより大きな仕

事となってきたことです｡

このような状勢にともなって阪大庵低温をどのように維持し,そして発展さ

せて行 (かということが活瀞に論じられ始めましたOまだ議論は終ったわけで

はなく･.また態勢も完全に定まったわけではありませんが.大鉢次のような構

想の下に進んで行こうという状勢にありますo

永富運営委員長を中心とする運営委員会は､全学的構成をもっておりますが

地理的条件 ,また由究者層の分布密度から見て当分理学部と基礎工学部が現実

的中心となり.これを運営するため低温会議が伊藤室長 (基礎エ) ,閑副室長

(理学部)の下に理学部関 ,川村 V国富 ,伊達の4研究室 ,基礎工伊藤 ,藤田

山口 ,田鱒の各研究室等が入って構成されています｡この会議はいわば利用者

会議ですが. これとは別に､長期計画として将来実験室を施設とし.研究部門

液体供給サービス事を大帝に強俄するための長期計画委員会があって.これは

理学部の責任となることから､物性研より移られたばかりの川村委員長が立案

および各方面との交渉をしておられます｡

さて低温会議に属するものとして生産者会議に当る液化委員会がありますo

委員長には伊達 ,委員には千原 ,大塚 ,生鳴 ,偽に田沢 (物品供用宮) ,オペ

レーターに加えて当番一名です.当番とは3名づつ3ケ月交代で液化当日の具

体的スケiyエール ,たとえば申込者の数などから夜此量 ,液体放出し贋序の決

定 ,Hex-スの回収率チェックなどを行う雑用鋳りですが.研究者が交代で当り

ます｡ この液蒐委員会は最垂激増する葺e利用者をどうさばくか? 年間液化豊
(=

美他の大体を決めたり.赤字対策 (最近は年間約 100万円)をどうするか9-

そのために液体-ブタムを leいくらで供給するかなど頭のいたい問題ととり

くんでいます｡やや くたびれて来たADLコyyズ液地織で週約40e(取出
し量) ,年間 15009以上 ,そして同じ機械で液体水素を年間 8002程度製造

せねばな らないのでともか く苦しいです｡たぶん日本で (ということは世界で)
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阪大海底温実験室

一番酷使されている扱銭だと思っていますが どうでしょう-か占そろや ろ物性研

並みに.第2台目の液化換をとの声も強くなってきました′¢_何年くらい したら

今の液体空気のように安く.気軽に.それ こそ求道ぬ蛇口をかねこれは出でくる

ようになるものなのか目下の所見当もつかないとは残念なことです.もっとも

そうなる頃までにははとどすべての重要な現象は敵い尽されてしまい.液体空ヽ

気が現在物性研究に対して占めている程度のWeigb.もになってしまうか もしれ

ず.L_-梅低温の魅力はうす く'なるかもしれ ませんQLかしなにはともあれ現在は

-清でも多くの液体-ツタムを少しでも有効K使って日本にお伊る二物性研究の

レべJZ/をより高くすることに全力をつくすことが大切であるように思いますO

もつと元気な事を書 くつもりでしたがいささかぐちつぱくなり-ましたOまわ

りからしかられるかもしれませんo

大 学 院 生 活

- 物 性D.C.-

石 井 広 湖(a_C.2)

表題について私感を混じえて紹介します｡私共の所では人による}違いはあり

ますが.班.C.1年の中頃から研究活動に入 りますO学年とかその人の実力に俵

り､指導を受ける度合は様々ですが.ともかくまずoriginalな仕事をする事

を第-LZ)目標とします｡それは各研究室で先生から絶えず言われている事で.
ILL

冒ぎす所はまず趣く狭い範紐でよいから､その今野でのプロになる乳 言いか

えればその分野で各自が 8函数的なカを持つようになる事.次の段階で.は別の

テーマで同じ事をする事.そしてD.C二を終る頃にはいくっかの 8函数を立て

るということです｡こうすると自ずから∂函数が幅を持ってくるということで

す｡研究第-の建学当初からの気風が年々受け継がれてきている事で.阪大理

学部の特色だと思いますO申し遅れましたが.研究テーマはM.a.ではほとん
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